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 別表第 2 35-3(1) 該当品の水銀を含む標準試料につきまして、以下の通り非該当品扱

いを要望いたしますのでご検討をお願い申し上げます。 

 

１．適用対象 

  別表第 2 35-3(1) 水銀を含む標準試料 

   

２．運用通達への記載 

  別表第 2 35-3(1)規制品である水銀を含有する標準試料については規制の対象外とする。 

  但し、化学分析専用であり、重量比での含有濃度は 0.15%未満であることを条件とする。 

 

３．提案理由 

（１）ロッテルダム条約では人の健康や環境に影響を及ぼすおそれのない量を化学分析用 

に輸出することは規制の適用外と見なせるとあり、国際法上も問題ありません。 

（添付 1参照） 

（２）欧州を中心に制定されている RoHS指令（電機電子機器に含まれる特定有害物質使用 

制限指令）や ELV指令（廃自動車指令）、EN-1（玩具）などの有害物質使用制限を確 

認するために用いる蛍光 X 線分析装置に使用する目的のみで製造された標準試料で

す。また、精密分析には検量線作成が不可欠でそのための試料です（添付 2 参照）。 

（３）水銀規制値（1,000ppm）を測定するために、50ppm～1,200ppm の水銀含有の約 10g/

個のプラスチック樹脂（固体）のセット品であり、通常の保管状態で水銀が溶出する

ことはありません。 

                           以上 
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